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巨大ガス惑星の形成と進化の理解は現代天文学の重要課題の一つである. 視線速度法などの間接法は若い惑星
や長周期惑星の探査に不向きである. 一方, 直接撮像観測は長周期かつ若い巨大ガス惑星の探査に特に有効であ
る. それにより明らかになった惑星の特性は, 巨大ガス惑星の形成や進化の理解に対し非常に有益な手掛かりに
なると考えられる. しかし, 検出された若い巨大ガス惑星のサンプル (e.g., Marois et al. 2008)は未だ限られてお
り, より高コントラストかつ大規模な直接撮像による惑星探査を進めていくことが重要であると考えられる.
現在, 我々が進めている SEEDS計画において, SEEDS Moving Group カテゴリーでは主に 50pcより近傍かつ

2億年より若い星の周囲で直接撮像による惑星探査を行っている. 本カテゴリーでは計 5年で 40以上の星の周囲
で惑星を探査することにより, 若い長周期巨大ガス惑星を検出することに加え, 若い惑星系の特性 (惑星の存在数
やその軌道長半径に対する相関など)に対して観測的制約を与えることを最終目標としている.
2009年秋の観測開始以来, 既に 12の星の周囲での惑星探査を行い, 2011年 1月までにさらに 10天体ほどの星

の周囲で惑星を探査する. これまで行った観測からは, 複数の惑星候補天体を検出した. また, 典型的検出限界と
しては, 主星から 30 AU の距離に存在する巨大ガス惑星の検出が十分可能であることを確認した. 本講演では,
ターゲットの主星の特性やその周囲でどのような惑星候補天体が検出されているかを初め報告する. さらに, それ
らの候補天体が主星に重力的に束縛されているかどうかについて議論する. 最後に, 本探査結果に基づいて導出さ
れた若い巨大ガス惑星の統計的特性ついて議論を行いたい.


